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2024 年 6月に町田市
に設立。「寄り添いな
がら」をモットーに、

働きづらさを抱える人も共に働
く事業所です。お部屋の整理・
片づけと、処分するにはもった
いない品々をリユース品としてシ
ョップで販売しています。

　実行委員会で事業の検討を進める中で、片づけ
事業の案が出ました。ニーズがあるか組合員にアン
ケートをとると、片づけをしたくてもどこに依頼した
ら良いか悩んでいることが分かりました。不用品と
いえど愛着はあるもの。ただ廃棄するのではなく、
必要な人に使ってもらいたいという希望が見え、事
業開始を決めました。
　片づけ事業では、部屋はもちろん気持ちがすっき

りしたという声を頂きます。10 年前に夫を亡くした方からの依頼で、
夫の趣味のパソコンなどを片づけたところ、部屋に余裕ができ、趣味
の琴も再開。「こんなに幸せで良いのかしら、お父さんにも感謝」とい
う感想をいただき感動しました。こういう片づけを続けたいですね。
　働きづらさを抱える人と共に働きたいと思ってスタートしましたが、
活動する中で誰もが「働きづらさ」を抱えていると気づきました。腰が
痛い、子育てや介護がある…そんな「働きづらさ」を抱えるのは特別
な人ではありません。それぞれの働きづらさをどのように支え合い助け
合えるか。片づけ事業を通じて、ものにも人にもやさしい関係をつくり
たいと思います。

こうだったらいいなを
叶える働き方
素材本来の美味しさ
米ごのみのり角せんべい

だれもが生きやすい地域――その実現は行政に任せるだけでは不十分です。今ないしくみは自らつくる、
そうした地域の活動を支えるため、生活クラブ運動グループ・インクルーシブ事業連合＊1では、2012
年にインクルファンド（地域たすけあい福祉基金）を立ち上げました。組合員を中心とした市民からの寄
付を地域の福祉活動に助成しています。自らの問題意識から地域で活動する2団体を紹介します。

インクル
ファンド

私の意志を込めたお金でつくる
誰もが生きられる地域づくり

地域の活動に助成されています

＊1 生活クラブ運動グループ・インクルーシブ事業連合：生活クラブを母体に生まれたNPO 法人やワーカーズなどの活動団体（生活クラブ運動グループ）が一体となり、
　　地域に必要な機能を生み出していくために、コーディネートや助成事業を行なう中間支援機能
＊2 市民版地域福祉計画：地域の生活クラブ運動グループが組織化した地域協議会の策定している、地域福祉のしくみづくりに関する中・長期計画

えました。調味料はできる限り消費材を使用して
ほしいという組合員の声から、醤油、塩、発酵調
味料は提携生産者のものを使用しています。

ともに作り上げてきた食の安全性
㈲小島米菓が生活クラブとの提携を始めたのは 1972 年。当時は
見栄えや風味をよくするための合成着色料や化学調味料の使用が
一般的でした。しかし、組合員からの要望を受けて「食に携わる者
が食の安全性を考えるのは当然のこと」と添加物不使用に切り替 ㈲小島米菓のおせんべいはこちら（eくらぶ）▶
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企業組合ワーカーズ・コレクティブ轍あい
共に働く事業所

片づけ＆リユースショップ  はちどり

活動
内容

市民版地域福祉計画＊2に基づく新たな地域福
祉事業所の立ち上げ準備費用として 300 万円
助成（2023 年度）
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理事
土谷 雅美さん

特別なことではない 誰もが抱える「働きづらさ」

子どもたち一人ひとりが自
分自身の色で輝けるように
「つながり・居場所・余暇活

動」をテーマに、子どもも大人も元気
になれる活動を展開。不登校・発達
障がいなど、困り感のある子どもの
家族や支援者がつながりあい、語り
合い、情報交換をしたり、居場所づく
りをしたりしています。

　私の子どもも学校生活や学ぶ環境、先生との関係
に難しさを抱え、学校に通えませんでした。発達の
多様性と受容を学び合う講座で「オセロのコマはひ
とつでは色を変えることはできない。一人でもいいか
ら手をつなぐ人を見つけてほしい」と話があったんで
す。その講座に参加していた人とつながり、居場所
づくりの活動を始めました。今は LINE グループも
100人を超え、地域が育っているように感じます。

　知識がないと、学校に行っていない子に悪気なく「学校どうしたの？」
と声をかけてしまう。そうすると罪悪感を覚え家にこもってしまうこと
もあります。そうではなく、子どもが安心して出かけられる場所をつく
り、学校に行かないのはあなただけではない、あなたはあなたのまま
でいいと伝えたい。大人だって、ずっと平穏ということはありません。
つらい時に安心して戻れる場所があるからこそ、そこを土台にチャレン
ジできます。
　不登校や発達障がいを特別視するのではなく、地域でごちゃまぜの
子育てが理想です。畑でも同じ種類の野菜を育て続けると土が痩せま
す。多種多様な人々が混ざり合う地域をめざしています。

にじっ子サポーターズ

活動
内容

代表
小園 桂さん

いろんな人がいるごちゃまぜの地域

インクルファンド
サポーター募集！

地域の活動を推進するインクルファンド助成を寄付で支えるサポーターを募集しています。
月300 円で、つながり・支えあう豊かな地域社会をつくりましょう！
【お問合せ】生活クラブ運動グループ・インクルーシブ事業連合TEL：03-5426-5207

2023年度のサポーター
登録は、1,371人で、年
間の寄付合計は614万
5,800円。2013年度～
2023年度で合計45
件、約3,738万円を助成
しています。インクルファンドサポーターの登録数の推移

地域たすけあい
福祉基金

【お問合せ】042-716-0100
町田市本町田 2533 ハ12-102（町田木曽団地名店街）

利用者の思い出、気持ちに寄り添い、丁寧
な片づけ・整理を担います

土いじりの会。都会の農園で自然に
触れ、リラックス

【お問合せ】
活動についてはWEBサイトをご覧ください
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不登校児の居場所づくり「マイサードプレイス
計画！！」に対し30万円助成（2023 年度）
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